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税
令
書
を
お
届
け
し
ま
す

一山
県
民
税
と
保
険
税
の
徴

安
く
な

た
所
得
割

つ

〈毎月1日，10円，20日発行〉

75，100円

!ltilf員5人で 4. 5. 6月1iJ月 300円の仮決定日式訪!の場合

37 
所得;!;Ij......・…....75，100xー←ー，，=2，?70

1，000 

310 x 5人=1， 550 

所内制税率

(保険税課税制iv 1~o/ 、 被保険者側数
Cb，L40，000) ~ "'/0ノ (6，3J3)

=3，936，000+6 353=o20rLl・………平等出IJの税制

{ー)

① 

μ) 

0・均等剖の税{l[

税率の算出方法

lいF川f保倒呆別!険境別釧釧1羽刊川liιkij;七はEz諜2諜4肝lli，t<<.~市制]X印肋アμ勺~) + ~訓l甲附R
e'i6 ;'24O '，'O{5O') ') + e 35:乃l，225，7れOv)
= 13.120，000+ 353，225，7000，訂胃 37 

1，000 

(保険税課税制ix 35%) 被保険間
(26，241人OUO) ^ 0J70)"7" (29，5::3) 

]65，100円

=620 

付)十(ロ)VKL4940
五1:'税叫

OIJ 

=9，184 000 + ~9 ， 583 = 310[rl. ' 

，、ru、
C
J
4t叶・

算

課税総所得金制

険

均等割問-…

総所{リ金市!

平等刑制

保

f
T
I
 

--一目

(ロ)

(/¥) 

に)

思
い
ま
す
が
、
上
記
の
計
質
例

会類
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
四
百
三
十
二
万
五
千
円
)
の
九
一
り
問
等
割
額
(
年
額
)
と
な
り

で
税
明
し
ま
す
。
な
お
市
県
民
ご
、
所
得
割
課
税
役
所
得
A
m

額
O
%
以
内
(
法
律
の
規
定
に
よ
一
ま
す
。

税
の
税
率
等
は
、
徴

税

令

書

の

一

の

千

な

の

一

ニ

十

七

る

)

と

な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
一

茎
寸
制
の
税
額
H
保
険
税
課

裏
面
に
印
刷
し
て
お
り
ま
す
。
一
二
、
被
保
険
者
均
等
制
一
人
に
本
広
場
合
七
六
%
(ニ
千
六
一
税
総
額
(
一
一
千
六
百
二
十
四
万

一

っ

き

年

額

三

百

十

円

百

二
十
四
万
川
円
)
率
一
税
総
額
一
円
)
の
一
宜
%
を
本
年
四
月
一

一

一

日

現

在

の

被

保

険

者

世

帯

数

一一
ニ
、
世
帯
別
平
等
割

一
世

帯

に

に

決

め

ま

し

た

。

〕

一

一

一

一

六

千

三

面

五

十

三
世
帯
)
で
除

一

っ

き

市

額
六
百

二

十

円

そ

と

で

保

険

税

河
税
吟
額
の
一

令

書

は

一

年

分

を

一

緒

に

一
警
告
の
基
礎
昭
和
三
十
五
O
%
(
一
干
三
百
十
二
万
円
)
一

昨

門

お

新

d
F一

h
h
ミ¥、
h
hミ
ミ
h
h
h
k
ミ
ミ
b

一
五
年
度
保
険
税
税
率
の
算
出
基
を
昭
和
三
十
四
年
中
の
課
税
一
と
な
り
ま
す
。

賦

課

方

法

は

昨

年

と

同

じ

一

礎

と

そ

の

方

法

、

つ
ぎ
の
と

お

給

所
得
金
額
(
三
塁
千
一
一
一百
一

っ

き

伺
々
の
計
算
例
案

一

り

で

す

。

一

-

十

二

万

有

干

七

百

円

)

で

除

一

知

ら

せ

し

ま

す

。

2
Z
吉
川
昭
和
一
二
十
五
年
一汚
し
た
り
、
紛
失
し
な
い
よ
う
に
一
所
得
剖
の
税
率
リ
保
険
税
の
せ
ば
所
得
制
の
税
率
は
千
分
の

一

な
お
、
表
に
課
税
総
所
得
金
額

…

税

一

度
保
険
税
の
確
定
一し

て

く

だ

さ

い

。

一

課
税
総
額
の
五
O
%
を
被
保
険
一
ニ
1
七
と
な
り
子
。

一
と
あ
る
の
ほ
被
保
険

者

惑

の
所

一

一

果

一得
額
か
ら
幕
府
控
除
額
九
万
円
を

川
自
区
、
山

額
が
決
定
し
ま
し

一

木
年
度
の
賦
課
万
法
は
、
昨
年
一
者
全
部
の
課
税
総
所
得
金
額

の

均

等
引
の
税
額
日
保
険
税
ヨロ一

|

品

目

"

一

一

一仕方司
1

た
令
額
で
す
。
そ
れ
で
そ

'

附

問

山

た

の
で
、
そ
の
徴
一度
と
同
様
で
す
か
ら
、
ご
承
知
と一

合
計
額
で
除
し
た
数
が
税
率
と
制
令
都
(
二
千
六
百
二
十
四
万
一

一
し

-
|

明

一

一

系

m

‘

一

の
位
惜
の
所
得
額
が
九
万
円
以
下

…

保

一

税
令
書
(
七
月
期

一は
思
い
ま
す
が
具
体
的
に
説
明
し
一
な
り
手
・

〔
保
険
税
の
課
税
円
)
の
一ニ
弘
雲
年
四
月
二
の
場
合
は
均
等
制
と
率
制
の
合

γ
E
F
E
z
-
-
z
M

分
l
一ニ月
期
分
)
十ま
す
。

一
総
額
と
は
、
大
村
市
の
場
合
、昭

円

現

在
の
被
保
険
者
数
(
一一
万
一
計
額
(
被
保
険
者
の

R
V員
数
で

治
七
月
十
一
日
ご
ろ
か
月
町
務
連

一保

険

税

の

税

率

一

和

三
十
五
年
度
中
に
市
か
ら
医
九
千
冗
百
八
十
三
人
)
で
除
し
一
異
な
り
ま
す
)
と
な
り
ま
す
。

絡
委
員
を
通
じ
て
皆
様
の
お
手
も

一保
険
税
1
~
税
率
は
、
つ
ぎ
の
一
一
一間
二
者
な
ど
へ
支
払
う
金
額
(
一一一
千

た

数

(

一一一百
十
円
)
が

一
人

当

(

税

掛

謀

)

と
へ
お
届
け
し
ま
す
。
も
し
相
当一

i
Rhi
l
a
-
i
!
ij
a
i
o
G
a
l
i
--4h:
・

ti
i
e

期
間
経
過
し
て
も
、
届
か
な
い
場
一
・
;
・
J

J
・
-
4
・J

合
は
出
張
所
ま
た
は
税
務
課
へ
申
一
.
::

リ

:iり
ι
ミ
j
A
X
J
XU，d

ご
・
お
J

三世，
r
，
、
h
J
J

ベ

世

ズ

疫

守的

し
出
て
く
だ
さ
い
。

一

¥'
S
戸
矢
戸
じ
.
戸
t
k
r

羽
ご

乙
の
賦
課
に
つ
い
て
誤
り
な
ど
一

hh
J
i
w
γ
iJ4
Y
冶

J
X
u・
q11叫に
一

が
あ
れ
ば
、

令
書
そ
受
付
取
っ
て

か
ら
一
カ
月
以
内
に
異
議
の
申
立

を
し
て
く
だ
さ
い
。
本
年
か
rh

徴

税
令
曹
を
一
年
分
(
七
月
期
分
J

ゴ
一
月
期
分
)
発
行
し
ま
す
の
で
、

3，860円 4 980円 960円
Cï IH~'i民税額) -;-UUJ13U) = (第1期分) . (第2期~第4期〉

主主計 貨当

ZZ算問
'fさ方 寸
つ法で広翠
い 11 司 主戸
て市 月ー
は 県三月
ど 民 十十
京税一五
安日 σ〉 日日
と 言十 まか

の計算例市県民税
既賦課税制

差引 HJ~課税 (3 月 ~7 月〕

4，940__ 900~4 ， 040 
(ニ)一同一村

5:!0 
(7 月 J~I 分)

扶養親族 3人の場合250，000円総所得金額4.040 9 
'付+(7月-3月〉

七
月
十
日
か
ら
ーー一ー--'‘

週
間

「
国
土
建
設
週
間
」

第
二
期
H
九
月
十
五
日
か
A
同

月
三
十
日
ま
で

第
一二
期
H
十
一
月
十
五
日
か
ら

同
月
三
十
日
ま
で

月句
(4.5，6，月〉 300x3=900

異
議
申
立
H
課
税
に
つ
い

て
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
一

川

目

、J

昭
利
三
十
五

一

所
得
剖
は
、
窓
査
控
除
が
一
人
一
き
は
、
令
曹
を
受
げ
取
っ
て
か
一

…

税

…
年
度
市
県
民
税
一

に
つ
き
百
円
引
き
と
げ
ら
れ
た
一
ら
三
十
日
以
内
に
異
議
の
申
立

一

…

民

…
徴
税
令
曹
を
七
一
(
昨
年
四
百
円
柔
年
五
百
円
一
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

…

県

…

月

十

一
日
か
ら
一

に
)
た
め
、
基
親
族
一
人
に

一

報

償

H
納
期
が
ま
だ
こ
な
い
一

一

市

一

町

務

連

絡

委

員
一

つ
い
て
、
百
円
安
く
な
っ
て
お
一
税
金
を
前
納
す
れ
ば
、

報
償
金

一

…
・
メ
、
ミ
ミ
仰
を
通
じ
て
皆
様

一

り

ま

す

。

一

巻

交

付

し

ま

す

の

で

、

と

の

制

~

の
お
手
も
と
へ
お
届
げ
し
ま
す
一

納

期

1
納
期
は
、
四
期
(
年
一
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一

も
し
相
当
期
間
経
過
し
て
も
脳
か
一

税
撒
五
百
円
以
下
は
一
期
)
に

一

市
県
民
税
の
納
期
は
つ
ぎ
の
と
一

な
い
場
合
は
、
出
強
所
ま
た
は
税
一

分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
納
一
お
り
で
す
。

一

一課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一

期
限
ま
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
一

第
一
期
日
七
月
十
五
日
か
ら
同

一

所
得
割
U
本
年
度
の
市
民
税
一

さ

い

。

一

月

三

十

一

日

ま

で

一

に
U

合
引
い
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U

日
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)

回

初

出

そ

合

丸

丸

叶

円

場

日

3

M

∞

の

ム

ー

課

ふ
i
4

内
7
4

ド
tw

位

男

定

日

長

決

川

円

仮

J

ム
ハ
U

「
J

淵

m川
町

附

ィ
ー
っ
u

n

u

所

主

月

税

世

月

諒

(

6

付う

十サ

250，000円 90，000[-1] ~ 160，00DPj 
(総所i与金制〉 一 ()~i~出漁〉ー(課悦総所得金額〉

3タo 500PJ 1，500 Ig _ 2，800円
(税率〉ー (税率j" :~ I(;í~ ) 一 (扶 .JfH討会 〉 ー (13 ) 所内訓告R

160，000[lj 
cw日間総jfr件金制〉一

440 
8月刊1-3月期

① 

1_ 400円 3，200jJj
-(均等~!l l)相〉一(市民税絞り

2，800円
(i!J) jYr1~，*IJ{.n 

560Pj 
→(県〉所得剖!傾

2， 800 1J~ 20ガ
CiU)所m割前[̂ (県民悦々 守7，A

d
 
--，fd 世所得割問付)

1_ 660円 3，860円
ー (1県民税相)= Cil5県民税制〉

310 x 8人=2，480

=620 

(1)+(ロ)十川一
主f.税額

JlfUjÍ~訪!市 4 - 5 ， 6 月

差引 rw~課矧 (7 月~3 月〉

11，440-2， 850= 8， 590 
同(鴻付

8，590+ 6 990 050 
ト (7月-3月〉ー (7月期分〉 ・(8月期分-;]月期分)

3，200円
く市民税額〉

560円 。 1001-g 6601T) 
(U;-n所得割xn'-1- (均等l~lj r.il) 一(県民税制〉

長男

2，850 

11，440 

950x 3= 

均等則前i

平等131];現

(ロ)

的

(斗

(対

付

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

小
児
マ
ヒ
ワ
ク
チ
ン

の
申
込
日
日
ま
で

小
児
マ
ヒ
の
ワ
ク
チ
ン
を
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
の
で
、
希
望
の

か
た
は
七
月
f
八
日
午
前
中
ま

で
に
保
険
衛
生
課
に
代
金
会
添

え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

代
金
は
二
四
分
九
百
円
で
接
種

は
九
月
中
旬
の
予
定
で
す
.

(保
険
衛
生
課
)

一
期
分
の
未
納
ゴ
ミ

手
数
料
に
督
促

昭
和
三
十
五
年
度
汚
物
(
ゴ
ミ
)

搬
出
手
数
料
館
一
期
分
(
四
月
I

六
月
)
は
去
る
六
月
二
十
五
日
が

納
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が

ま
だ
納
付
し
て
な
い
方
に
対
し
て

七
月
十
六
日
付
で
督
促
状
そ
発
付

す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
暫
促
状
そ
持
付
し
ま
す

と
一
通
に
つ
き
二
十
円
の
督
促
料

そ
徴
較
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
の

で、

未
納
ル
か
た
は
早
目
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
納
額
告
知

曹
を
受
取
っ
て
お
ら
れ
な
い
か
た

は
保
険
衛
生
課
ま
た
は
出
積
所
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
(
保
険
衛
生
課
)

迷
信
を
教
え

県
衛
佳

て
く
だ
さ
い
部
で
は
衛

生
思
閣
の
普
及
を
は
か
る
た
め

迷
信
、
信
仰
の
調
査
ぞ
行
な
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
ど
存

じ
の
迷
信
等
者
保
険
衛
生
課
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
(
七
月

二
十
日
ま
で
に
)(
保
険
衛
生
課
)

カ
エ
ル
捕
獲
に

協
力
く
だ
さ
い

グ
リ
ゲ
ン
明
化
学
研
究
所
(
大

村
市
武
部
郷
)
で
は
、
カ
エ
ル

ぞ
集
め
て
い
ま
す
の
で
、
一
般

甫
民
に
協
力
方
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
@

と
の
カ
エ
ル
は
米
国
か
円
県

に
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
存
同
研

究
所
が
委
託
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。な
お
、
カ
エ
ル
一
匹
の
重
さ

は
宜
十
グ
ラ
ム
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一匹んい
間
四
位
謝
礼
は

三
円
で
す
。

(
商
工
水
産
課
)

海

外

牧

集

貿
易
見
本
展

A
佐
川
保
市
陣
業
舘
、
七
月
十

八…
U
J十
九
日

〈
心
展
示
見
本

厨
問
別
口
問
、
陶

磁
知
繊
維
品
、
玩
具
軽

南
部
具
、
新
位
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
等
、

A
入
場
料
は
無
料(商
工
水
産
課
)

技
能
検
定
試
験

と
ん
ど
実
施
さ
れ
る
職
種
は

機
械
工
、
仕
上
工
、
板
金
工
、

建
築
大
工
の
四
聴
極
で
、
第

一

次
試
験
は
技
能
要
素
と
学
科
に

つ
い
て
、
第
二
府
試
験
は
実
技

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ

ま
す
。A
第
一
次
試
脱
板
金
工

・

建
築
大
工

H
λ
月
二
十
一
日

開
械
工

・
仕
上
工

H
八
月
二
十

八
日
(
場
所
は
長
崎
市
お
よ
び

佐
世
保
市
)

ハ
第
二
次
試
験
は
第
一
次
試

験
の
合
格
者
ト
つ
い
て
十
月
に

要
施〈心受
験
問
込
七
月

一
日
i

三
十
日
ま
?
県
職
業
訓
練
謀
へ

A
く
わ
し
い
と
と
は
建
設
課

に
お
た
す
ね
ぐ
だ
さ
い。

な
お
、
製
缶
工
.
配
管
工
、

鉄
工
、
題
具
工
、
左
官
、
凸
版

印
刷
工
の
試
験
は
十
月
に
実
施

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。(麹

設
課
)

長
附
県
で
は
昭
和
三
十
五
年

度
の

一
級
お
よ
び
二
級
技
能
検

定
鼠
験
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。
乙
の
試
験
は
労
働
者

の
技
能
と
地
位
の
向
上
を
は
か

る
た
め
に
、
国
が
労
働
者
の
投
訂
正
日
木
利
前
時
で
午
前
十
一

能
程
度
を
検
定
し
て
、
乙
れ
そ
時

一
六
升
発
の
快
速
列
車
が
普
通

公
に
証
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
列
車
に
変
っ
た
と
お
知
ら
せ
し
ま

で
、
職
禁
訓
練
法
に
基
き
実
施
し
た
が
、
誤
り
で
し
た
か
ら
訂
正

さ
れ
る
ら
ぐ
C
す

。

し

ま

す

。



宍

L

J芯

つ
ゆ
ど
き
に

一
駐
停
車
の
と
き
は
あ
ま
り
道
路
の
一

さ
け
よ
う
と
す
る
歩
行
者
が
予
期

一川
低
所
得
の
た
め
わ
ず
か
な
出
費一

医

療

費

貸

付

資

金

内

、

招
還
期
間

な
し

.

L

」
な
る
と
交
通
事
一

聞
に
寄
せ
な
い
。

一し
な
い
事
故
を
起
す
乙
と
が
あ
り
一

に
よ
っ
て
生
活
を
お
び
や
か
さ一

ωけ
が
を
し
た
り
病
気
に
か
か
っ一

@
俣
療
資

金

右
に
同
じ

戸
町

i

一

一

一

一

一

f
J停
故
が
噌
え
る
傾
一

mrで
道
路
が
ぬ
れ
て
い
乃
島
一
ま
す
の
で
注
意
す
る
。

一

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
生
計
悶
笠
て
六
カ
月
以
内
に
な
室

長

一

県

市
と
も
こ
の
ほ
か
に
坐

室

長
ご
i
一
向
に
あ
り
ま
す
一
合
は
制
動
巨
離
が
民
く

す

ま
す
一
富
の
日
は
ス
リ
ッ
乙

易
い
一

者

一

め

ら

れ
る
者

一

金

、
語

審

資
金
、
支

室

主

」

"

と
れ
ば
市
で
路
一の
で、

迫
従
の
場
合
接
待
問
一
の
で
低
速
運
転
を
す
る
。

一

ω目
立
車
生
に
必
要
な
資
金
の
敵
一
貸
付
け
帯
受
け
た
金
額
を
五
年一

金、

家
屋
補
修
使、

葬
祭
問、

一
A
M長

ト

日
明
軟
弱
に
な
一
を
普
通
よ
り
長
く
と
り、

坂
道
の
一
⑨
始
業
点
検
春
励
行
す
る
と
と

一

事

伺
か
ら
受
げ
る
と
と
が
悶一

以
内
に
棄

し
得
る
と
認
め
ら

一

助
産

撃

が
あ
り
ま
す
が
、
必

一
，

v河
川

り

、

/

¥
ず
れ
や
一
運
行
に
は
特
に
注
意
す
る
。

一

も
に
雨
の
日
は
と
く
に
と
ま
か
い

一

難
な
も
の

一

れ
る
者

一

要
な
か
た
は
民
便
委
員
ま
た
は

一

ま

9

.、一

t

一

一

一

一

)
一

i
ま

す

く
な
っ

「
一

倖

カ
降
る
と
き
は
見
通
し
が

一
点
ま
で
気
を
悶
る
。

一例
資
金
の
貸
付
け
ど
必
要
な
指
導
一
医
療
費
の
貸
付
限
度
は
五
万
円
一
事
務
周
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

号
一

3凶
{
る
こ
と
と
、
雨
一
き
か
な
い
の
で、

変

点
や
曲
り

一

信

包

装

行

考

率

を

さ

二
信
与
え
る
乙
ど
に
よ
っ
て
被
保
一

で

す

。

一

借

入

れ

の

方

法

m
一

I
l
何

で

ス

リ

ッ
プ
し一
角
は
最
徐
行
し
、
踏
切
り
で
は
必一
し
た
り
、
コ

1
ト
を
着
る
た
め
周

一

帯
階
明
へ
の
転
落
そ
防
止
し
同一

〔
市
社
協
の
分
〕

一
該
当
者
で
歪
一
一
心
か
た
は
担
当
民

料

一

刀

刊

号

、

見
通
し
一
ず
一
司
停
車
そ
し
て
安
全
在
確
認
一
回
に
対
す
る
注
意
が
に
ぎ

、
行

一

立
更
生
の
実
主
げ
得
る
と
認
一

生
業
資
金
貸
付
限
度
一
万
円
一明
言
と
ど
相
談
の
う
え
泊
当
と

L
一

AF
河

が
き
か
な
い
な

一ず
る

。

五

も

不

自

だ

か
ら
、

運
転
者
が
一

む
る
も
の

一

以

内

、

償
還
期
間

一

カ
年
以

一認
め
ら
れ
る
保
証
人
二
人
〈
市
の

一M
Mど
の
た
め
で
す

一

混

在

ね
る
円
相
手
の
人
や
一注
意
し
亡

や

る

。

一

山
富
生
資
金
の
う
ち
筆
資
金
一

一

と

と

し

の
二
物
ぞ
汚
す
だ
り
で
な
く
、
そ
れ
を一

(大
村
哲
摂
署
)
一の
貸
付
限
度
は
有
万
円
で
す
。
一

一
回
け
か
ら
.
八
月
十
日
日
ま
?
県
内
で
一

一た
だ
し
、
つ
ぎ
m
十
閉
場
合
は
原
則
と一

一
の
事
故
は
死
者
四
十
六
名
、
傷
者
一

社

協

で

生

業

資

金

な

ど

貸

付

一し
て
貸
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
一

り

一

千
二
百
九
十
三

号

、
大
村
市
内一

一

位

詰

益

金

貸

付

け
の
対
一

で
も
一二
十
六
件
死
者
四
名
、
傷

者

一

医

療

費

も

@

巾

込

み

は

訪

日

ま

で

一

象

と

な

る

ほ

間

一

三
十
七
名
と
な
っ
亡
い
ま
す
。
一

一

川
国
民
金
融
公
開
な
ど
他
の
公
一

雨
期

ιほ
つ
ぎ
の
と
と
に
と
く
一
畏
附
県
社
会
禰
祉
協
議
会
な
ら
一
を
つ
ぎ
の
と
お
り
貸
付
け
ま
す
。
一

的
資
金
の
貸
付
け
を
受
げ
て一

に
注
意
し
て
事
故
を
な
く
し
ま
し

一び
に
大
炉
市
社
会
福
靴
協
議
会
で
一

一

い

る

者

一

ょ

う

。

一

は
所
得
の
少
な
い
人
た
ち
の
転
落
一

一

川
生
活
似
穂
法
に
い
う
曹
保
護
一

①
車
の
行
き
違
い、

追
い
越
し
一防
止
と
自
立
更
生
の
た
め
の
資
金

一

一

者

一

政大 村市 f三jよだ

〔
県

社

協

の

分

〕

世
静
更
生
資
金

持
%
は
錠
の
か
け
忘
れ

ね
ら
わ
れ
る
買
物
な
ど
の
外
出
後

計

二

七

八

一

四

五

四

二
三

と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
と
お

り
泥
棒
は
夜
中
に
だ
け
、
は
入
る

も
の
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
ま

す
が、

最
近
は
夕
食
前
の
間
出
時

そ
の
他
留
守
そ
見
計
っ
て
展
開
立

々
と
玄
関
か
ら
侵
入
し
て
い
る
の

が
も
っ
と
も
多
い
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
泥
棒
の
被
害
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
は

ω戸
締
り
ぞ
完
全
に
す
る
こ
と
。

(毎月1日，10日，20日発庁予

大
村
市
で
の
盗
犯
は
昭
和
三
十

一
年
以
降
だ
ん
だ
ん
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
と
の
盗
犯
は
全
川
法
犯

罪
の
五
割
か
ら
六
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

れ
ば

一
り
て
そ
の
他
一
五
、
計
一
六
七

侵
入
窃
盗
一
六
七
、
詐
欺
盗
一
五
一
と
な
っ
て
お
り、

錠
ぞ
掛
け
て
い

特
殊
物
盗
(自
動
車
な
ど
)
六
五
、
一

た
の
は
わ
ず
か
一
六
%
で、

残
り

か
っ
ぱ
ら
い
八
八
、

す
り
六
、
そ

一
八
凶
%
は
一
戸
締
な
し、

施
錠
忘
れ

の
他
八
二
、
計
四
二
三

一と
な
っ
て
い
ま
す
。

窓越'.. 
湘

減
謀議
機
，，，の..，

川
錠
前
の
な
い
と
こ
ろ
は
が
ん
丈

な
鍵
ぞ
取
付
け
る
と
と
。

川
家
J

m
t

留
守
に
し
な
い
と
と。

④
や
む
な
く
留
守
に
す
る
と
き
は

九

五

二
一
隣
近
所
に
た
の
む
こ
と
。

ゴ
二

九
三
一
以
上
の
乙
と
を
守
っ
て
、
必
ず
実

一
四

五

七
一行
し
て
く
だ
さ
い。

ゴ二

六

七

(

大

村

暫

娯
署
)

二
二
五
七

二
二

六
五

七
九
十
五
日
は
交
通
安
全
日
で
す

v

人
は
右
、

…
赤
札
の
所
は
危
険
で
す
…

互

の
立
会
で…

ずの
現
状
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
事

故
防
止
に
つ
い
て
は
取
締
当
局

で
も
取
締
り
が
一相
当
強
化
さ
れ

ま
す
の
で
使
用
さ
れ
あ
場
合
は

法
令
を
限
守
さ
れ
て
事
故
防
止

でた等 〈 本
尊が ) ホ年
い、のり も
人 毎使ド い
命年用 ! よ
カ〈と 日寺 Jレし1
失れ期 、よ
なにとパ有
わよなラ 機
れり りチ燐
て事まオ引
し、 古史 し ン 1'iリ

h
hk

'
 

J
4
f
 

締官~
9 
検庭、
f 

会妙、V
86 

侵入窃iiの絞人口

勝手応
3 

縁fiIl)

次総17
f 

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
戸
締
り
を
完

全
に
し
た
う
え
、
隣
近
所
に
頼
ん
で
か
ら
け

車
は
左
、

場
合
は
一
人
)
を
た
て
て
、

申
込
一

曹
を
二
十
三
日
ま
で
に
担
当
民
生一

委
員
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

な
お
、

民
生
委
員
の
か
た
は
二
一

十
五
日
ま
で
に
調
査
書
と
と
も
一

に
民
生
常
務
委
員
に
提
出
し
、
一

民
生
常
務
委
員
の
か
た
は
二
十
一

七
日
ま
で
に
事
務
局
へ
戸
一提
出
一

願
い
ま
す
。

一

申
込
書
け
県
市
と
も
事
務
局
に一

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

一

(大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
)

一
被
保
険
者
椛
番
号
世
帯
主
氏
名

一住
所
無
効
年
月
日

理
由

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
一

ム
三
O
七
一
ニ
O

藤
崎
算
男

本

な
お
、
七
片
上
旬
か
ら
七
月
下
一
小
路
七
班
三
五

・
四
・
七

旬
ご
ろ
ま
で
市
内
一
円
に
わ
た一

転
出

り
防
除
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
一
A
四
O
七
三
六
松
尾
友
勝

坂

一
般
の
家
庭
で
も
詫
恕
さ
れ
、
一
口

四

・
一
所
在
京
明

と
く
に
子
供
さ
ん
は
捺
剤
散
布
一

a
z二
七
凶一

育
園
安
生
水

区
域

(
赤
札
の
危
険
原
織
が
立
一
主
町
四
丁
目
一
、

0
0四
番
地

て
で
あ
る
)
で
水
遊
び
、
魚
取
一

六

・
一
五
転
出

り、

ほ
た
る
狩
な
ど
は
や
め
て
一ム
六
一
四
O
九
富
永
次
郎

一

く
だ
さ
い
。

一

上

小
路
口
六
班
四
・
二
ハ

…
農
事

メ

モ
wvv叫 1

門
水
稲
〕

二
化
メ
イ
虫
の
防
除

ニ
化
メ
イ
虫
の
発
生
時
期、

発
生
畳
は
大
体
平
年
並
で
あ
る

が
畏
引
く
横
様
で
す
J

。
七
月
六

日
ま
で
の
大
付
市
(平
泊
地
)
の

蛾
の
誘
殺
状
聞
か
ら
吃
る
と
六

月
二
十
三
日
ご
ろ
務
純
敬
が
増

加
レ
、
以
後
減
少
し
て
い
ま
し

た
が
、
六
月
三
十
日
か
ら
ま
た

用
加
し、

じ
月
二
円
は
最
高
に

運
レ
、

以
後
減
少
し
て
お
り
ま

す。
今
後
ど
の
よ
う
に
変
っ
て
い

く
か
は
今
後
の
調
査
に
ま
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
以
上

の
成
績
か
ら
防
除
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
行
な
う
べ
き
と
思
い
ま
す

①
六
月
中
に
植
え
た
早
植
え

地
帯
は
、
防
除
は
二
回
行
な
う

と
と
。

第
一
回
は
す
で
に
す
ん
で
い
る

事
ど
思
わ
れ
ま
す
が
、

第
二
回

を
通
り
ま
し
ょ
う

ま
た
農
薬
に
よ
る
中
毒
の
場

合
は
す
ぐ
医
師
に
連
絡
し
て
手

当
存
受
け
て
く
だ
さ
い
。

と
の
有
機
燐
製
剤
は
絶
対
、

桐
人
で
は
購
入
、
所
持
、
使
用

も
で
き
ま
せ
ん
し
、
ま
た
農
作

物
の
害
虫
防
除
以
外
に
は
使
用
唱

で
き
ま
せ
ん。

使
用
す
る
場
合
は
必
ず
所
要
の

手
続
を
し
て
実
地
指
導
員
の
立

会
で
共
同
防
除
者
実
施
レ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、

違
反
者
は
処
罰
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い。

(農
林
課
)

ノ
・
ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

被
保
険
者
証
の
無
効
公
告

は
七
月
十
日

1
十
五
日
と
す
る

⑦
七
月
に
入
っ
て
か
ら
植
え

た
地
帯
は
田
植
後
十
J
二
十
日

と
し
、
二
回
行
な
ろ
場
合
は
二

回
目
は
発
蛾
殻
盛
日
か
ら
二
十

J
コ
十
五
は
と
す
る
@

(
発
峨

最
脱
臼
の
後
期
は
七
月
二

t
一ニ

目
で
あ
る
。
)

市
防
除
法

制
ホ
リ
ド
ー
ル
乳
剤
ニ
ザ
十
倍

液

七

O
リ
ッ
ト
ル
(四
斗
)

以
上
散
布

何
日

V
N

一
千
倍
液
七

O
リ
ッ
ト
ル
以
上
散
布

稲
カ
ラ
パ
エ
の
発
生
地
で
は

七
月
十
日
ど
ろ
が
防
除
り
適
期

と
考
え
ら
れ
る
の
で
残
効
期
間

の
畏
い
E
P
N
会
メ
イ
虫
防

除
を
か
ね
て
散
布
す
る
。

【
そ
さ
い
】

夏
弼
人
参
H
木
市
の
哀
描
人
参

は
北
九
州
は
勿
論
、
関
東
、
関

西
地
方
に
歓
迎
さ
れ
る
優
品
が

生
産
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
消
費

合 液 き生 【 すで る 品としなす悪乙旬 寸会品 と 穫 も
はフぞは問 中み・ ぜも質汚よいのくのに需がで国考附議
つ ッ散フ 期 下 ム ひのもでうろ で、 時か開あ生と え 送次
ぎソ布ツ C 旬 刀、 防が惑は。 ち 、ま即け iまり 産 しらそj:~~
ω !し ソす はん 除少く l位十 ;1;;QI時たは て 七まさて れ 葉大
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円
月
に
肉
牛
共
進
会

長
崎
県
と
東
彼
畜
産
農
業
協

同
組
合
の
共
催
で
民
附
県
内
牛

共
進
会
が
つ
ぎ
の
と
お
リ
開
山附

さ
れ
ま
す
の
で
、
京
市
よ
り
も

相
当
数
を
出
品
す
る
計
闘
で
い

ま
す
。

開山
隅
当
己
点
で
は
期
H
が
あ
り

ま
す
の
で
苗
牛
所
有
者
の
か
た

は
計
闘
的
飼
育
を
お
阿
い
し
ま

す。
な
お
、
同
時
に
会
場
で
肉
牛

の
卸
売
会

(セ
リ
)
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

〈
い
予
定
期
同

十
一
月
十
四
、

五
け
の
こ
円
間

〈
一予
定
会
場
早
岐
高
等
学
校

A
照
的
穴
間
的
所
早
岐
家
畜
市

場
〈い開
閉
別
牝
牛
、
去
勢
牛

(若

令
肥
育
ぞ
含
む
)(農
林
課
)


